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発行元　自治労空知地方本部書記局　TEL 0126-22-6519
第22回参議院議員選挙　開票結果
結果を受け止め

今後の運動につなげる

北海道選挙区「藤川」惜敗、比例代表「えさき　たかし」は当選！ 
昨年の歴史的な政権交代を果たし、民主党に対する評価が問われた初の国政選挙であった第22回参議院議員選挙が終了した。
今回の参議院選挙は、国民の圧倒的な支持を得て昨年誕生した民主党を中心とする政権を盤石なものとし、「国民の生活が第一」という政策を実現させるための選挙であり、戦後50年以上続いた自民党政権により疲弊した地方を再構築するためにも、重要な位置付けのたたかいであった。
この間、民主党は｢国民の生活が第一｣とする国民への約束とマニフェストの実現に向け、一歩一歩愚直に官僚主導・利益誘導型政治からの変革に着手してきたが、「政治とカネを巡る問題」や「米軍普天間基地を巡る迷走」など、国民の不信を招き支持率を大きく低下させた。
後を受けた菅政権においても消費税の増税議論に対する説明が二転三転し、さらなる支持率の低下を招き、結果として改選議席54議席を10議席下回り参議院での議席では第一党を確保しているものの、過半数確保には至らず、与野党逆転＝ねじれ国会を許すこととなった。
また、北海道選挙区においては、２名の民主党公認候補を立てる戦略とし、連合北海道は、藤川雅司氏の推薦を行ない、自治労としても責任産別として必勝に向けた取り組みを展開してきたが、知名度不足を克服し切れず、567,167票を獲得するも残念ながら次点での敗戦となった。
　労働者の声を国政に反映させるという基本的かつ重要なことが浸透し切れなかったことなど、今回の選挙結果は非常に厳しいものとなった。今後しっかりと結果を受け止めた総括をしていき、改めて来年の知事選を頂点とする統一自治体選挙に向け基礎運動を作り上げていくことが重要になってくる。
【北海道選挙区】北海道第10区　　　　　　　　　　　【比例代表】北海道第10区
	候補者名
	党　派
	得票数
	
	候補者名
	得票数

	次
	藤　川　まさし
	民　主　党
	３９，０２２
	
	えさき　たかし
	2,382.974

	当
	徳　永　エ　リ
	民　主　党
	５０，０６１
	
	※全国（民主党10位）
	133,248

	当
	長谷川　　　岳
	自由民主党
	５７，３６８
	
	※北海道
	22,478

	
	中　川　賢　一
	みんなの党
	１８，５６１
	
	
	

	
	はたやま　和也
	共　産　党
	１３，３２４
	
	政 党 名
	得票数

	
	大　林　　　誠
	幸福実現党
	２，３５９
	
	民　主　党
	75,552.853


各単組・総支部の皆さん、本当にお疲れ様でした。

「月例給・一時金引下げ」「50歳台後半層給与引下げ」

人事院の姿勢変わらず危機的状況～8/4再交渉へ

　
この中央行動を背景として行われた給与局長との交渉で人事院は、
などの見解を示したが、勧告の具体的な内容については明らかにしなかった。
（詳細は、道本部FAX情報№159を参照）
公務員連絡会は、今回の交渉において官民格差や一時金の具体的な数字が示されなかったことを踏まえ、８月４日に再度給与局長との交渉を行った上で、勧告直前には委員長クラス交渉委員による人事院総裁との交渉を行い、ギリギリまで50歳台後半層の給与引下げ反対と公務員労働者の生活を守る給与勧告を求め交渉・協議を強めていくことを確認した。

　以上の内容を踏まえると、人事院の最終的な判断は、８月４日に行なわれる給与局長との再交渉の場に持ちこされたこととなった。
　今期の人勧期闘争の大きな争点は、「一時金の4.0月以上の維持ができるか」、「50歳台後半職員に対する賃金引き下げを許さない」ことになっている。
　こういった人事院の一方的かつ強行的な姿勢に対しては、各単組・総支部が「大型はがき」や「職場決議」に最大限に取り組み、「本当に組合員は怒っている」という姿勢を人事院に対し強く示していくことが必要だ。


取り組みの強化をお願いします！
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①月例給・一時金とも引下げの可能性が高いこと。


官民格差は、月例給でほぼ昨年と同様な傾向、一時金は、昨年と同様に極めて厳しい状況であるとの見解が示されたものの、具体的な月数については出されていない。


②50歳台後半層の給与に一定率をかけて引き下げる勧告を行う意向であること。


民間の50歳台との逆格差が大きく、また、その格差が拡大している傾向を踏まえ、早急に是正する必要があるとし、同時に定年延長との関連から50歳台の給与水準を早急に着手するとの認識を示した。（※7/13に実施した審議官回答の域を超えておらず極めて不満な姿勢に終始している。）





























公務員連絡会は2010人勧期の大きな山場に当たる7月27日、4,000人の仲間が参加し、第２次中央行動を実施。午後１時30分から猛暑の中、日比谷大音楽堂で中央集会を開催したほか、霞ヶ関を一周するデモ行進と人事院前での交渉支援行動を行った上で、音楽堂に再結集し、人事院交渉の報告集会を行い、要求実現を求めて最後までたたかい抜く決意を固めた。
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